
（タイトル） 

               新たなシーズンに向けて 

 

                                競技本部長   金田 博文 

 

              今年度の役員改選で、前任の畠山芳彦さんから引き継ぐことになりました。 

              競技本部長という任務はかなり重いものと感じておりますが、新たに各セク 

ションから競技副本部長を任命いただきましたので、その方々とともに関係各位の皆様と連携を図り、さら 

なる体制強化を目指しつつ、「秋田は強い」と言われ続けられるよう、任務を果たしてまいります。 

  

第８０回国民スポーツ大会（青森県）では、天皇杯２年連続４位・皇后杯は見事１位を奪還することがで 

きました。女子の活躍が目立つ形に見えますが、前回の地元花輪国スポで課題とされた競技・カテゴリーで

ある程度の結果が出ております。選手はもちろん選手を支える監督以下のスタッフ全員がチーム秋田として

一丸となった結果であります。最終日、チームとして臨むリレー種目において女子・少年男子・成年男子の

すべてで２位とまさにチーム秋田を象徴する成績を残してくれました。 

 全種目にフルエントリーできない状況が続いておりますが、第８１回岩手大会では、皇后杯の連覇・天皇

杯での上位成績獲得を目指して、各セクションがオフシーズンのトーニングに励んでおります。 

 選手が思う存分戦うことができる環境づくりを行ってまいります。 

 

 これまでの自分は、クロカンにおいてコースやスタジアムの整備を中心とした大会運営のお手伝いをして

きましたが、今年度から競技本部長という大役をいただきました。 

 求められるのは第一に成績（＝競技力向上）だと感じ、そのためには何が必要で、自分は何ができるのだ

ろうか？ そんな毎日が続いておりました。 

 結論はまだ出ておりませんが、単に結果という成績だけではなく、人間性も備わった「素晴らしい選手」

「憧れの選手」と言っていただけるような選手を増やしていければな。と思うようになりました。 

 そういう選手の姿を見ることが増えれば、底辺と言われる若年層が増え、そして若手の育成につながって

いき、強い秋田の維持につながるひとつではないかと思います。 

 もちろん、各セクションの部長の皆様が十分に考え、スタッフの皆様と取り組み続けてきた流れがありま

すので、私自身の言葉ではなく、各セクションの取り組みがよりよい方向へ前進できるようお手伝いさせて

いただくこと。必要な場面で使っていただくことなのだろうと思います。 

 

 蓄積された課題が継続されているのは皆様ご承知のことですが、そんな中でも新たなシーズンは毎年やっ

てきます。 

 私自身、前会長の田口將さんの「流れの今に徹せよ！」と言う言葉に沿って、任務に徹してまいりますが、

秋田県のスキー界を盛り上げていくには、「知恵を出し合い 力を合わせる」ことだと思います。 

 関係各位の皆様方のご指導を仰ぐとともに、ご協力をよろしくお願い申しあげます。 

 

写 真  


